
補強盛土一体橋梁が実用化されました

－九州新幹線(武雄温泉・長崎間), 原種架道橋

長スパン用
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GRS一体橋梁は、橋桁と耐震性の高い補強土橋台を一体化した橋梁で
す。補強土橋台は、兵庫県南部地震の被災経験から耐震性を高めた橋台

であり、機構では2004年以降、整備新幹線に標準的に適用しています。
インテグラル橋梁は、道路に適用する支承のない門型橋梁であり、地
震による落橋の危険性がありません。GRS一体橋梁は、両者の利点を融

合した橋梁であり、機構は2011年に北海道新幹線中学校線架道橋に世
界で初めて建設しました。その後、耐津波性が高い橋梁として東日本大
震災で被災した三陸鉄道の橋梁復旧にも適用しました。九州新幹線（西

九州）原種架道橋は、従来までの適用スパンを拡張するためにPC構造を
初めて採用した橋長30mの長スパンGRS一体橋梁です。
PC構造の適用には、プレストレスによる桁の長期にわたる収縮と桁の

温度変化に伴う伸縮変形を把握した設計が必要であり、機構は技術開発
を重ねて今回の実用化に至りました。
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従来の橋台形式
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開発課題→技術開発

①接合部の性能設計

②長期的な桁の変形予測
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